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ものは『要覧その 17 －平成 17 年度―』であるため、
平成 17 年度（2005）の資料となる。それによれば、平
成 17 年度段階での遺跡数は 14334 件を数え、発掘調査












には調査件数が 135 を数え、以降昭和 56 年度（1981）
までは 78 ～ 104 件の間で推移する。　




され、昭和 56 年（1981）に解散されるまでの 12 年間






















年度に発掘調査件数が 300 を超え、平成 11 年度（1999）
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は減少傾向に転じているが、近年はおおむね 00 件前
後となっている。




筑調査事務所（昭和 58 ～平成 2年）、長野調査事務所
（昭和 62 ～ 10 年）、佐久調査事務所（昭和 61 ～平成 6）
が開設され、平成 4年度（12）には長野・佐久・中







～ 14）のピーク時には事業量は 0 億円を超え、職
員数も 100 名を上回る状況が続いた。その後は事業量・
職員数とも急減し、国・県事業を中心とした調査に対
応し、職員数は 0 ～ 40 名程で推移している。なお平
成 20 年度（2008）は、埼玉県埋蔵文化財調査事業団か
ら２名の派遣も受けて調査に臨んでいる。
　県内の市町村数は現在 81（市 1・町 25・村 7）で
あり、平成 17 年度段階で埋蔵文化財担当職員は 8 名


































年度 学術 緊急 総数 年度 学術 緊急 総数
1950 年 15 0 15 1978 年 10 68 78
1951 年 33 0 33 1979 年 10 94 104
1952 年 27 0 27 1980 年 12 91 103
1953 年 20 0 20 1981 年 9 85 94
1954 年 14 0 14 1982 年 21 111 132
1955 年 9 0 9 1983 年 15 107 122
1956 年 12 0 12 1984 年 18 127 145
1957 年 13 0 13 1985 年 20 177 197
1958 年 18 0 18 1986 年 20 132 152
1959 年 23 0 23 1987 年 14 195 209
1960 年 20 0 20 1988 年 27 200 227
1961 年 23 0 23 1989 年 14 204 218
1962 年 22 0 22 1990 年 15 224 239
1963 年 29 8 37 1991 年 15 259 274
1964 年 30 12 42 1992 年 18 221 239
1965 年 22 20 44 1993 年 19 307 326
1966 年 28 24 52 1994 年 18 272 290
1967 年 13 28 41 1995 年 13 311 324
1968 年 20 39 59 1996 年 16 322 338
1969 年 9 57 66 1997 年 18 327 345
1970 年 7 63 70 1998 年 25 349 374
1971 年 9 63 72 1999 年 21 372 393
1972 年 8 127 135 2000 年 16 296 312
1973 年 7 90 97 2001 年 19 314 333
1974 年 15 73 88 2002 年 9 308 317
1975 年 13 69 82 2003 年 12 345 357
1976 年 12 80 92 2004 年 15 303 318
1977 年 15 89 104 2005 年 6 278 284
表１　長野県年度別発掘調査件数（『要覧』より）
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信』は昭和 50 年（175）から年  ～ 4号を刊行し続け
てきたが、昨年 100 号に到達した。そこで『佐久の遺



































































































主軸方向 18 ｍ・短軸方向 .5 ｍ・立ち上がりが最深














































































遺跡の計 12 遺跡で認められる。詳しくは桜井 2006 を
参照していただきたいが、これらはいずれも八ヶ岳南
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『信濃』60 巻 6 号
長野県教育委員会 1973 他『長野県埋蔵文化財発掘調査





長野県埋蔵文化財センター 2008『みすずかる 15 号』
長野県埋蔵文化財センター 2008『速報写真グラフ　北
信濃　柳沢遺跡の銅戈・銅鐸』信濃毎日新聞社









  前回、2006 年の考古学大会で「御殿場市の文化財行政」
と銘打って発表させていただいてから 2年が経過した。
庁内において「社教の文化財担当者」として広く認識
してもらえるようになった結果、「文化財」の範疇から
は外れるようなものも含め様々な案件が持ち込まれる
ようになった。富士山世界文化遺産登録推進など多分
に「政治」が絡む案件が増えてきたのは大きな変化で
ある。
Figure1　御殿場市の位置（カシミール 3D 使用）
Ⅰ 富士山世界文化遺産登録推進
１．経緯
  富士山を世界遺産に登録しようという動きは平成４
